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mb20013803
テキストボックス
＊２０１５年１０月に情報科学研究科(博士前期課程）に入学する外国人留学生

mb20013803
テキストボックス
一カ国につき１名まで
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mb20013803
テキストボックス
学部成績証明書（写）

mb20013803
テキストボックス
④入学許可書または合格通知書
⑤KMMFスカラシップ経済状況調書(２０１５年１０月１日見込）

mb20013803
テキストボックス

mb20013803
テキストボックス

mb20013803
テキストボックス
応募書類：　①成績証明書（学部成績証明書　写）
　　　　　　②研究計画書(Ａ４　１枚）
　　　　　　③エッセイ
　　　　　　　　　テーマ：将来、社会にどんな貢献をしたいか
　　　　　　　　　文章量：A4　１枚を目安　(日本語または英語）
　　　　　　④入学許可書または合格通知書
　　　　　　⑤KMMFスカラシップ経済状況調書(２０１５年１０月１日見込）
提出期限：２０１５年８月２１日（金）
情報科学研究科教務係
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